
北
条
町
の
万
才
を
三
唱
、
正
午

す
ぎ
式
を
閉
じ
た
。
ま
た
こ
の

日
は
町
制
記
念
に
町
か
ら
贈
ら

れ
た
、
真
新
し
い
揃
い
の
国
旗

が
各
戸
に
掲
げ
ら
れ
、
旗
行
列

の
学
童
に
は
紅
白
の
祝
菓
を
、

町
内
八
〇
才
以
上
の
高
令
者
に

は
表
彰
状
と
記
念
品
の
座
布
団

が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。 

   
 

    

■
昭
和
三
四
年
四
月
号
よ
り 

 

タ
イ
ト
ル
変
わ
る
。 

 
     

 
 

■
昭
和
三
五
年
十
月
号
よ
り 

 

第
一
回
町
民
体
育
祭
準
備 

 

出
場
者
延
べ
一
千
人 

     

役
員
委
嘱
二
百
人 

 

部
落
対
抗
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

を
は
じ
め
、
機
関
、
職
域
、
職

場
、
学
校
と
、
出
場
領
域
が
広

い
上
に
、
対
抗
レ
ー
ス
が
重
な

る
の
で
、
事
前
の
出
場
者
名
簿

を
と
と
の
え
、
進
行
の
円
滑
を

は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
現

在
提
出
さ
れ
た
名
簿
の
チ
ー
ム

は
、
延
べ
七
〇
チ
ー
ム
、
出
場

者
五
〇
〇
人
に
お
よ
ん
で
い

る
。
こ
れ
に
、
一
般
参
加
の
個

人
種
目
や
、中
学
校
の
バ
レ
ー
、、、、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
昭
和
二
八
年
二
月
号
よ
り 

    

の
ど
自
慢
入
選
者 

  

二
月
十
四
日
当
中
学
に
於
け

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
第
六
回
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
北
条
地
区
予
選

は
入
場
者
二
千
余
、
そ
の
入
場

料
約
五
万
円
の
盛
況
ぶ
り
。 

 

五
十
三
名
出
演
中
第
一
次
入

選
十
四
名
、
第
二
次
入
選
者
は

左
の
通
り
。 

◇ 

歌
曲 

一
、 

ハ
レ
ル
ヤ 

 

沢
田
松
子

（
柏
崎
市
） 

二
、
愛
の
悩
み 

 

大
川
友
子 

（
柏
崎
市
）

◇ 

歌
謡
曲 

一
、 

白
樺
の
夜 

 

田
村
正 

（
大
河
津
）

二
、
熊
祭
の
夜 

 

鴨
下
三
郎 

（
高
田
村
）

三
、
酒
は
涙
か 

 

尾
崎
辰
夫 

（
柿
崎
町
）

四
、
愛
の
灯
か
げ 

入
澤
静
子 

（
北
条
村
）

◇ 

俗
曲 

入
選
者
な
し 

  

■
昭
和
二
九
年
六
月
号
よ
り 

 

タ
イ
ト
ル
変
わ
る
。 

          
    

            
 

広
報
編
集
室 

 
室
長  
片
桐 

信
市 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
広
報
第
一

号
は
「
北
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
名
称
で
昭
和
五
十
三
年
十
月

に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、二
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
、

今
回
の
九
月
号
で
記
念
す
べ
き

第
三
〇
〇
号
の
発
行
に
な
り
ま

し
た
。 

 

こ
れ
も
、
歴
代
の
広
報
担
当

者
の
ご
苦
労
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
投
稿
や

配
布
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
賜
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
広
報
の
名
称
が
現
在

の
「
山
な
み
」
に
な
っ
た
の
は
、

平
成
十
年
一
月
号
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
立

二
十
周
年
を
機
に
、
地
区
民
総

参
加
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
に
見
直
し
、
そ
の
後
、
愛
称

を
公
募
、
多
数
の
応
募
の
中
よ

り
、「
山
な
み
」
に
決
定
。
題
字

は
今
井
正
舟
さ
ん
に
お
書
き
い

た
だ
き
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
ま
で
業
者

委
託
だ
っ
た
印
刷
も
コ
ミ
ュ
ニ    

テ
ィ
の
「
も
も
ん
が
編
集
局
」 

が
打
ち
込
み
、
印
刷
を
ま
か
っ

て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
節
目
の
時
の
編

集
を
担
当
出
来
た
こ
と
を
広
報

編
集
室
一
同
感
謝
す
る
と
共

に
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
に

親
し
み
、
愛
さ
れ
る
、
広
報
紙

づ
く
り
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
今
回
は
三
〇
〇
号
特

集
と
し
て
、
合
併
前
の
最
終
広

報
の
一
部
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。過
去
の
出
来
事
、

社
会
情
勢
か
ら
北
条
地
区
は
大

変
活
発
な
こ
と
が
う
か
が
え
、

広
報
紙
の
移
ろ
い
の
中
で
記
録

の
重
要
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
広
報
紙
の
果
た
す

役
割
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 
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 ま ち づ く り は 生 涯 学 習 か ら 

■
昭
和
三
一
年
十
一
月
号
よ
り 

 

幸
先
の
よ
い
第
一
歩 

多
彩
な
祝
賀
行
事
で
賑
わ
い 

― 

町
制
施
行
記
念 

― 
  

去
る
十
月
一
日
を
期
し
て
五

十
五
年
に
わ
た
る
村
史
に
終
わ

り
を
告
げ
、
新
し
く
町
制
を
施

行
し
た
本
町
で
は
十
一
月
三
日

菊
か
お
る
文
化
の
日
、
全
町
挙

げ
て
喜
び
の
記
念
式
を
中
学
校

で
挙
行
し
た
。 

 

ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
同
二
日

か
ら
三
日
に
か
け
て
は
数
々
の

記
念
祝
賀
行
事
が
催
さ
れ
幸
い

二
日
間
の
好
天
も
手
伝
っ
て
、

町
は
か
つ
て
な
い
歴
史
的
な
賑

わ
い
に
ゴ
ッ
タ
返
し
た
。 

 
 

記 
 

念 
 

式 
 

 

町
制
施
行
の
記
念
式
典
は
、

三
日
午
前
十
一
時
か
ら
中
学
校

で
町
外
の
来
賓
を
は
じ
め
、
町

内
代
表
者
約
一
五
〇
名
が
参
列

し
て
挙
行
さ
れ
、
式
は
伊
部
助

役
の
開
会
の
辞
の
後
、
国
歌
斉

唱
つ
い
で
中
学
校
音
楽
部
生
徒

に
よ
る
町
制
施
行
の
歌
が
斉
唱

さ
れ
感
激
一
入
新
た
な
中
に
佐

藤
町
長
の
挨
拶
（
別
掲
）
つ
づ

い
て
県
知
事
（
代
理
中
越
支
庁

杉
田
総
務
課
長
）、
県
会
議
長

（
代
理
高
橋
県
議
）、
武
田
判

事
、
西
川
参
議
、
近
藤
県
議
、

竹
部
郡
町
村
会
副
会
長
、
関
柏

崎
市
助
役
、
小
松
郡
町
村
議
長

会
長
の
相
つ
ぐ
祝
辞
が
あ
っ
て

最
後
に
竹
部
副
会
長
の
音
頭
で 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
報    

三
〇
〇
号
に
達
成
！

三
〇
〇
号
に
達
成
！

三
〇
〇
号
に
達
成
！

三
〇
〇
号
に
達
成
！ 

 
北条町時代の広報誌 

昭和４６年３月２５日発行 
― 第１２０号特集号 より ― 


